
模型使い実習獣医学
山口大・鹿児島大

動
物

の
苦

痛
に

配
慮

切
り

替
え

山
口

大
と

鹿
児

鵬
大
の
共
同
獣

医
学

部
が

、
学

生
の

実
習
で
使
う

動
物

を
、

生
き

た
も

の
か
ら
模
型

に
切

り
替

え
る

取
り

組
み
を
進
め

て
い

る
。

教
奮

の
レ

ベ
ル
を
保
ち

つ
つ

、
動

物
に

苦
痛

を
与
え
な
い

と
い

う
「

動
物

の
福

祉
」
の
面
で

も
国

際
標

準
に

引
き

上
げ
る
試
み牛の子寓モデル。直脇検査の練

習に使う躍山口市宙田の山口大

だ
。5
月
中
旬
、
山
口
大
(
山
口

市
)の

「
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ス
キ
ル

ス
ラ
ボ
」
で
、
5年

生
た
ち
が
牛

の
塵
腸
越
し
に
子
宮
を
触
診
す
る

箋
琶

を
し

た
。

使
つ

た
の

は
模

型
。

子
窩

の
部

分
は

妊
娠

後
の

経

過
黛
数
ご
と
に
大
き
さ
や
触
感
が

異
な
る
3種

類
が
あ
り
、
付
け
欝

'
え

も
蒋

能
だ

。
、

獣
医

学
部

の
箋

習
で

は
通

常
、

生
き
た
動
物
(生

体
)を

便
う
。

た
だ
実
習
用
に
使
え
る
数
は
限
ら

れ
る
。
山
口
大
は
1学

年
舖
人
ほ

ど
が
お
り
、
全
て
の
学
生
が
触
れ

る
と
動
物
に
大
き
な
魚
撹
が
か
か

る
。そ

こ
で

2
0
2
2
年

3
月

末
の

完
了
を
め
ざ
し
、
ま
～
4年

生
の

実
習
で
生
嫁
か
ら
襖
型
へ
の
切
り

薔
え
を
進
め
て
い
る
。
ラ
ボ
に
は

成
牛
や
子
牛

、
馬
、

犬
な
ど

12種

類
の

動
物

の
模

型
が

針
25並

び
、

聴
診
や
採
血

、
縫
合

な
ど
を

練
習

す
る
。
NPO法

入
「
地
球

生
物

会
議
」
に
よ

る
と
、

他
の
大

学
と

比
べ
て
模
型

が
充
実

し
て
い

る
と

い
う

。

実
習
を
指

導
す
る

木
曹
康

郎
教

授
(64)は

「
模
型
を

使
う

の
は

効

率
が
い
い
し

、
同
一

水
準
で

教
奮

で
き
る
」
と

意
義
を

腰
る
。

森
永

有
紀
さ
ん
(25)は

門
生

体
で

い
き

な
り
や
つ
て
も

、
勘
所
を

つ
か
む

ま
で
に
は
時
間

が
か
か
る

。
模
型

で
あ
れ
ば
器

宙
の
位

置
を
イ

メ
…

ジ
し

や
す

い
」

と
醤

う
。

躁
題

の
一

つ
が

購
入

費
縮

だ
。

こ
れ
ま
で
の
総
額
は
謝

約
1千

万

円
に
の
ぼ
る
。

今
年
新
た

に
導
入

す
る
カ
ナ
ダ

製
の
馬

の
模
型

は
実

物
大

で
、

運
送

料
込
み
で
1体

4

00万
円
超
。

だ
が
、

イ
ン

ﾀー

ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
出

資
巻
を

勢
る

「
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ
」

で
鶏
簾

臓
幾
襲

と
い

っ
た

門
想

定
外
」

の
反

応
が

起
き

ず
、

欄
体
箆

も
な

い
デ
メ

リ

ッ
ト

も
あ

る
。

撤
々

な
ケ

!ス
へ

の
対
応

力
を
磨

く
必

翼
も
あ

る
た

め
、

山
口

大
で

は
今
年

、
生

体
を

使
つ
た
5矩

生
か

ら
の

臨
床

察
習

'

の
期
間

を
16週

か
ら

20週
に

延
ば

し
た

。

模
型

の
灘

入
を

進
め

る
の

は
、

倫
理

面
で

國
際

水
準

に
引

き
上

げ

る
た

め
で
も

あ
る
。

欧
米
で

は

門
動

物
福

祉
に
配

慮
す

る
」
こ

と

な
ど
、

雛
躍
機

関
が

厳
し
い

越
準

を
毅
け

て
い
る

。
だ

が
臼
塞

で
は

そ
う
し

た
基
準

も
、

国
際
聡

羅
を

取
得

し
た

大
学

も
な
く

、
木

曹
教

授
は

「
日

本
は
後

れ
を

と
っ
て

い

る
」

と
指

摘
す

る
。
山

口
大

は
ヨ

ー
ロ
ヅ
パ
の
認
既
機
関
EAEV

E
(
イ
ー

ブ
)
の
羅
取

得
を
め

ざ
し

て
い

る
と
い

う
。

(棚
橋

咲
月

)
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